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冬号
地域の皆様と
第二清風園を
つなぐ広報誌

スタッフの思い描く夢や希望から、 第二清風園の未来像を浮かび上がらせる新年企画！

　　　辰年にあやかり、 天の高みを目指して成長できる一年にしたいと願っています。

第二清風園での抱負わたしの
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　　　「無病息災」

そして「新春万福」
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ご利用者も職員も

笑顔があふれるよ

うに、色々なことに
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歌を歌う機会やお話をする機会
を多く作り、安心して過ごし
て頂けるよう心掛ける。

　　　　　　　　ダイエットをする！
　　　　　無理をしないダイエット。
　食べたいものはきちんと食べる。
　その分身体を動かせばいいんです！
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（まずは自分自身が気をつける）

ご利用者や、働く同僚が
そのような年となるよう
　働きかけたい。



　新年あけましておめでとうござい
ます。昨年は新型コロナウイルスも
感染症5類に移行し、ようやく以前
　　　の日常を取り戻しつつありま
　　　　す。とはいえ高齢者施設に
　　　　おいては完全に緩める事も
　　　　　できずに一部制限をしな
　　　　　がらの運営が続いていま
　　　　　す。「今年
　　　　　こそ」の思
　　　　　いで臨んで
　　　　　いきたいと
　　　　　思います。

　ここでご報告があり
ます。昨年の11月に行わ
れました「アクティブ福祉 in
町田 ‘23」において、第二清
風園の発表「医療ニーズに
対応した特養の在り方の実
践」が2年連続で「市長賞（最
優秀賞）」を頂きました。発表し
た内容は、年々ご利用者の医療
ニーズが高まる中で、数年前か
ら看護師、介護員、管理栄養士、
　　　　　　　　　　リハビリ
　　　　　　　　　　職員、相
　　　　　　　　　　談員が協
　　　　　　　　　　力し合い
　　　　　　　　　　ながら医

療ニーズへの対応能力を
上げていったという内
容です。今回の受賞は、
ご利用者の生活を豊か
にするために日々積み
上げてきた成果に対し
て評価いただいた事に
大変意味があると思ってい
ます。今後もこの賞に恥じるこ
と無いよう精進していく所存です。

本年も温かく見守っていただき
ますようお願い申し上げます。
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　昨年 9 月 3 日、町田市で RUN 伴（ら
んとも）が開催されました。

　認知症への理解を深める取り組みとし
て、2011 年に北海道内の函館から札幌
まで約300キロをリレーした活動から始
まり、町田でも 2017 年にスタート、私
たち第二清風園も毎回参加しています。
　今回は、リレーの中継地点でもある第
二清風園から石田施設長を始めとする有
志数名がランナーとして参加、タスキを
繋ぐため担当区間を疾走︕認知症支援の
　　　　シンボルカラーのオレンジの T
　　　　　　シャツを着たランナーやス
　　　　　　　タッフの雄姿は、上の写
　　　　　　　　真をご覧ください。
　　　　　　　　　第二清風園は特別養
　　　　　　　　　護老人ホームをはじ
　　　　　　　　　め、いくつもの事業
　　　　　　　　を担っています。そこ
　　　　　　　には常に認知症との関わ
　　　　　　りがあります。今後も認知
　　　　　症の方がより暮らしやすい社
　　　　会になるよう、様々な活動に参
　　　　加していきたいと思って
　　　　　　います。
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RUN 伴
RUNTOMO　IS　THE　
FUTURE STANDARD

「非日常の体験が、認知症の人々の
日常を変える」

RUN 伴（らんとも）とは︖

（RUN 伴 町田公式 HP より）

　　　　　　　　昨年の 9 月 14 日（木）、町田
　　　　　　　消防署にて町田消防署と町田防
火管理者研究会が共同主催している「令和 5 年
度自衛消防技術発表会」が行われました。発表
会において、おかげさまで第二清風園自衛消防
隊は「二号消火栓の部」にて優秀賞を獲得しま
した。
　自衛消防隊とは、火災及び地震等の災害時に、
初期活動や応急対策を円滑に行い、建築内の利
用者の安全を確保するために、消防法第 8 条の
2 の 5 に基づき
設置されるもの
　　　です。

初期活動には初期消火・119 番への通
報連絡・避難誘導・応急救護などが含
まれます。
　今大会では、町田市を拠点とする商
業施設・学校法人・社会福祉法人など
22 隊が参加しました。演目の内容は、
自施設で火災報知器が作動した状況を
想定し、火点の確認、119 番通報、非
常放送設備による館内放送、ご利用者
の避難誘導、消火器及び消火栓の使用、
　　　　　消防隊への報告などです。
　　　　今回は介護課の奈良介護員、
　　　遠山介護員が指揮隊長および一
　　　番隊員として抜擢されました。
　　　昨年の夏の酷暑の中で、日々の
　　　業務の空き時間や業務後に、た
　　　くさん練習を行い、また鶴川消
　　　防署でも優しく丁寧に指導をい
　　　ただいた結果、見事に第二清風
　　　園開設以降初めての優秀賞を獲
　　　得できました。
　　　　　　　訓練で学んだことが実
　　　　　　　際の災害時に活かせる
　　　　　　　　よう、職員一同努め
　　　　　　　　　　てまいります。

令和 5 年度自衛消防技術発表会


